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本学では、東 日本大震災被災学生に対す る救済措置に関する規程により、平成24年 度 に

入学する学生に対 しても授業料減免措置 を実施す ること及び東北学院大学東 日本大震災緊

急給付奨学金規程によ り、奨学金を給付す ることが決定されています。

この授業料減免 と奨学金の給付は、学生の入学後 に行われ ることになってお りますが、

入試部 としては、今回の大震災で親を亡 くした新入生に対 しては(厳 密には 「主たる家計

維持者が死亡または行方不明になった場合」には)、 「入学金のみの納入」で入学が可能 に

することによって、「入学手続き時」における新入生の経済的負担を軽減 し、また、多少な

りとも入学者増につなげたいと考えてお ります。

っきましては、「主たる家計維持者が死亡または行方不明になった場合」に限 り、入学手

続き時に前期授業料の免除を行 っていただきた く、東 日本大震災被災学生に対する救済措

置に関す る規程の(部 分的な)改 正をお願い申 し上げます。 また、入学手続き時に、前期

分の施設設備資金(全 学部)と 実習費(工 学部)を 納入する ことになってお りますが、東

日本大震災緊急給付奨学金を実質的に 「前倒 し」給付す ることによって、「入学金のみの納

入」の実現 を図 りたいと考えてお りますので、東北学院大学東 日本大震災緊急給付奨学金

規程の改定(も しくは弾力的運用)を お認めいただきた くお願い申し上げます。

さらに、上記に該当する新入生が 「入学金のみの納入」で入学可能になるためには、諸

会費」(後 援会費 ・同窓会入会費 ・同窓会費 ・学術研究会費 ・工学会費 ・学生会入会費 ・学

生会費 ・工学部学生会入会費 ・工学部学生会費)の 会費免除が不可欠であ りますので、東

北学院大学後援会、東北学院同窓会、東北学院大学学術研究会、東北学院大学工学会、東

北学院大学学生会及び東北学院大学工学部学生会 に対 しても、会費及び入会費免除の要請

を行っていただきた く、お願 い申し上げます。

入試部では、 これ まで一人一人の受験生を大切にして丁寧な説明会を続けてきてお りま

す。上記 に該当する新入生の数は数人と思われ ますが、少人数 とはいえ、是非とも当該受

験生の修学の機会を確保 した く、入学手続き時 に、入学金 のみで入学できる措置を重ねて

お願い申し上げる次第です。



東日本大震災被災学生に対する救済措置に関する規程(改 定案)

〈現行〉

附則2.平 成24年 度入学予定者で第1条 第1項 第1号 に該当す る者に対 しては、

入学後に前期分の授業料相 当額を地震被害特別奨学金 として給付 し、後期分の授

業料については免除とする。

〈改正案〉

附則2.平 成24年 度入学予定者で第1条 第1項 第1号 に該当する者に対 しては、

特段の願い出によ り、入学手続き時に当該年度の授業料 を免除することができる

もの とす る。

東北学院大学東 日本大震災緊急給付奨学金規程(改 定案)

〈現行〉

第9条 本奨学金は、申請採択 の決定の後、速やかに給付される。ただし、納入すべき学納

金への充当が優先される。

〈改正案〉

第9条 本奨学金は、申請採択 の決定の後、速やかに給付 される。ただ し、納入すべき学納

金への充当が優先 され る。

2平 成24年 度入学予定者で第2条 第1項 第1号 に該当する者か らの特段の願い出に

より、施設設備資金、実習費及び諸会費に充当することを条件 として、入学手続き

時において、本奨学金の給付予約をすることができる。 この給付予約 によ り、「東

北学院大学大学院学生納付金等納入に関する規程」及び 「東北学院大学学生納付金

等納入に関する規程」に規定された 「指定の学納金」か ら施設設備資金及び実習費

を除外できるもの とする。


